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を施行した 1 例．第 7 回中日本産婦人科セミナー 島根 2022.10.1-10.2 
28. 竹中基記、高瀬比菜子、鈴木紀子、小池大我、上田陽子、齊郷智恵美、竹内保、古井辰郎：

思春期前の女児におけるシクロホスファミドによる卵巣毒性の抵抗性に関する検討．第 7 回中

日本産婦人科セミナー 島根 2022.10.1-10.2 
29. 釣餌咲希、村瀬紗姫、菊野享子、竹中基記、古井辰郎：当院における遺伝性乳癌卵巣癌症候

群（HBOC）に対するリスク低減卵管卵巣摘出術（RRSO）の現状．第 22 回東海産婦人科内視

鏡手術研究会学術講演会 名古屋 2022.10.29 
30. 伊藤由夏、古井辰郎、寺澤恵子、山本志緒理、小池大我、竹中基記、菊野享子、山本晃央：

がん・生殖医療相談受診以降の患者の長期支援ニーズを探る－妊孕性温存を選択し、妊娠

(出産)に至った乳がん 2 症例を通して－．第 67 回日本生殖医学会学術講演会・総会 東京

(ハイブリッド開催) 2022.11.3-11.4 
31. 山本志緒理、小池大我、寺澤恵子、古井辰郎：深部静脈血栓症既往の患者に対して生殖補

助医療を行い妊娠に至った 1 例．第 67 回日本生殖医学会学術講演会・総会 東京(ハイブリ

ッド開催) 2022.11.3-11.4 
 
＜報道＞ 
1. 志賀友美：産後うつ～家族で、社会で産後うつを予防するために～．経済日報 vol.106：22-

23,2022 
2. 古井辰郎：「一般不妊治療」「生殖補助医療」が保険適用になりました．岐阜新聞 2022.7.30 



3. 古井辰郎：性腺機能障害について考える．産経新聞西日本統合版 2022.7.31 
4. 志賀友美：岐阜放送「フォーカスぎふ」 2022.7.29 
5. 古井辰郎：東海医事新報 
 
＜その他＞ 
1. 志賀友美：出生前診断の ABC．第 6 回岐阜大学病院ゲノム疾患・遺伝子診療センター講座 

2022.2.3 
2. 菊野享子：卵巣子宮内膜症性嚢胞感染に対する外科的治療の介入時期に関する検討．子宮

内膜症サミット～産婦人科女性医師が語る子宮内膜症～ エチコン 2022.4.23-4.24 
3. 志賀友美：血糖コントロールを含めた周産期のトータルケア． 糖尿病教育支援スキルアップセ

ミナーonline 住友ファーマ株式会社 2022.7.5 
4. 古井辰郎：新型コロナウィルス感染症の院内感染発生に伴う対応及び感染対策の確認等を目

的とした指導 岐阜県健康福祉部医療整備課 2022.8.30 
5. 菊野享子：子宮筋腫・子宮内膜症の薬物療法について． あすか製薬会社社内研修会 

2022.9.1 
6. 菊野享子：ジエノゲストの投与量による臨床的効果の検討．岐阜産科婦人科研究会≪成育医

学≫ 岐阜産科婦人科研究会・持田製薬株式会社 2022.9.8  
7. 早崎容：子宮体癌の診断と治療．MR 研修会(web 研修会) エーザイ株式会社 2022.9.9 
8. 古井辰郎：生殖医療のあり方に関する政策提言について． 一般社団法人 医療政策を提言

する女性医師の会(JAMTOP) 2022.9.21 
9. 早崎容：子宮体癌治療におけるペムブロリズマブ＋レンバチニブ併用療法～実臨床での経験

とマネジメントの工夫と取り組み～．子宮体癌再発治療薬物療法セミナー 三重県産婦人科医

会/エーザイ株式会社/MSD 株式会社 2022.10.6 
10. 竹中基記：セプラフィルムとテナリーフ．Web 社外講師勉強会  科研製薬株式会社 

2022.10.25 
11. 志賀友美：V-LOC とセプラフィルムの使用経験．Web 社外講師勉強会 科研製薬株式会社 

2022.10.27 
12. 早崎容：当院における卵巣がん診療について．Web Ovarian Cancer Seminar in Gifu 武田薬

品工業株式会社 
 
 
 
【研究費】 
種類 氏名 研究題目   
厚生労働省科学研

究費補助金(がん対

策推進総合研究事

業) 

古井辰郎 
(研究分担者) 

小児・AYA 世代のがん患者等に対する妊孕性温存

療法のエビデンス確立を目指した研究―安全性（が

ん側のアウトカム）と有効性（生殖側のアウトカム）の

確立を目指して 

継続 
(R3-5) 



厚生労働省科学研

究費補助金(がん対

策推進総合研究事

業) 

竹中基記 
(研究分担者) 

小児・AYA 世代のがん患者等に対する妊孕性温存

療法のエビデンス確立を目指した研究―安全性（が

ん側のアウトカム）と有効性（生殖側のアウトカム）の

確立を目指して 

継続 
(R3-5) 

共同臨床研究 
菊野享子 

(研究代表医

師) 

子宮内膜症が原因である月経困難症患者の低用量

Dienogest の長期投与による有効性及び安全性を検

討する無作為化非盲検並行群間比較試験 

継続 
(R3-5) 

厚生労働省科学研

究費補助金(がん対

策推進総合研究事

業) 

古井辰郎 
(研究分担者) 

小児・AYA 世代がん患者に対する生殖機能温存に

関わる心理支援体制の均てん化と安全な長期検体

保管体制の確立を志向した研究―患者本位のがん

医療の実現を目指してー 

継続 
(R2-4) 

厚生労働省科学研

究費補助金(がん対

策推進総合研究事

業) 

竹中基記 
(研究分担者) 

小児・AYA 世代がん患者に対する生殖機能温存に

関わる心理支援体制の均てん化と安全な長期検体

保管体制の確立を志向した研究―患者本位のがん

医療の実現を目指してー 

継続 
(R2-4) 

日本医療研究開発

機構 (AMED)：臨床

研究・治験推進研究

事業 

古井辰郎 
(研究開発分

担者) 

子宮内膜異型増殖症・子宮体癌妊孕性温存療法に

対するメトホルミンの適応拡大にむけた多施設共同

医師主導治験 

継続 
(H31-R4) 

 
 
 


